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広島工業大学紀要教育編
第 ₁₁ 巻（₂₀₁₂）1–5
論 文

1 ．はじめに

　Ｈ₂₂年度より都市建設工学科が改名，都市デザイン工学
科が開設された。それに伴い新カリキュラムを策定，専門
教育科目には「都市情報と設計」「都市空間とデザイン」
「環境再生と修復」「構造物の設計と施工」の ₄つの分野が
設置された。
　本学科ではデザインを広義にとらえており，「エンジニア
リングデザイン」＊₁︶ とその教育のあり方をにらみ，「デザイ
ン＝ある対象について，良い構成を工夫すること」として
いる。それは，「計画（企画）能力も備えた建設技術者育
成」を目的としている本学科の「計画」の部分を示してい
る。土木には欠かせない企画・計画能力もさることなが
ら，ものごとを創造豊かに創作すること，デザイン教育＝
ものづくり教育ともいえる。
　新学科の ₁期生がＨ₂₃年度には ₂年生となり，専門科目
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Abstract
We started new “Department of Civil Engineering and Urban Design” in 2010. Then we started the 

new curriculum as well, in which the design training is given. The students who matriculated in 2010 
were, in their sophomoreyear, required to take “Urban Design and Information processing” to analyze 
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が始まった。
　「都市情報デザイン（都市空間とデザイン・必修）」で
は，地図情報や地域データのみならず，都市空間そのもの
から得られる情報について学び，空間をどのように操作す
ることができるのか，空間をどのように表現すればいいの
かについても学習する。本年度（Ｈ₂₃年度）は，授業の中
では ₇つの課題に取り組み，その中で定めたテーマに沿っ
て理解を深め技術を習得できるように授業を計画した。配
布資料や投影資料での教育には限界があり，実際の地域空
間を見て，紙上または画像上の情報との比較の中から深く
感じ，記憶に残る教育を行ないたいと考えた。
　そこで，授業の中で「安芸太田町」の情報収集と情報処
理を行いデザイン（企画）するという課題を ₄回に渡って
展開することにした。安芸太田町は，Ｈ₁₅年 JRが廃線とな
り，人口も過去₄₀年で半分の ₇千人に減少した。一方で観
光名所もあり日本の原風景が残る町で，広島市に隣接す
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る。広島市の西南に位置する本学からは ₁時間圏内に位置
していることから，現況データなどを読み解き観光資源な
ども確認した上で，現地にて現況調査を行なうことにした。

2 ．現地調査のための学外見学

　本学の講義は， ₁時限₄₅分で ₂時限分 ₁コマ扱いとなっ
ており， ₁つの科目で ₁時間半しか持ち時間がないため，
学外実習は不可能である。安芸太田町に出かけるに，都市
情報デザイン開講される水曜日に同学年の受講が予想され
る科目を確認したところ， ₃・ ₄ 時限目「建設情報処理
（空間情報と設計・必修）」，₅・ ₆時限目「都市計画（都市
空間とデザイン・必修）」₇・ ₈時限目「気象災害学（環境
再生と修復・選択）」であった。それぞれの講義担当者と安
芸太田町での体験が科目の教育に効果的であるかどうかを
検討した結果，表 ₁のような効果を期待できるということ
になり， ₄科目での連携を行い学外見学に出かけることと
なった。

行ったところ，学生らのモチベーションも上がり積極的に
授業に参加するようになったと感じた。学生らは，学外見
学をどのように受け止めているのか，感じたことや考えて
いることを把握するために，学外見学後の ₇月₂₀日にアン
ケートを実施した。
　学外見学が楽しかったかという問いには，「楽しかっ
た」，「まあ楽しかった」と，肯定的な意見が全体の₇₇％を
締め，それ以外の学生も普通であったと答え，ネガティブ
な感想はなかった。また行きたいかという問いには， ₁人
のみ「行かなくていい」と答えたものの，残りの₃₉人は
「行きたい」「行ってもいい」としている。全体の₄₂％にあ
たる₁₇人が，「とても行きたい」と回答していることから，
学生たちにとって楽しいものであったことは間違いない。

Q ₁ 　学外見学は楽しかったですか？

図 1　体験学習の評価（楽しかったか）

表 1　各科目の目的と安芸太田町への学外実習の効果

科 目 名 科目の目的（上）安芸太田町への学外実習
の効果（下）

都市情報デザイン

情報収集と情報処理を行いデザイン（企画）
する

安芸太田町の「活性化」をテーマにした課
題への取組

建 設 情 報 処 理

情報通信の道具としてのコンピュータ・
ネットワークの利用や，データの処理方
法，プレゼンテーションの基礎，について
学習する。

収集した画像データの処理とネットワーク
へのアップロードなどについて学ぶ

都 市 計 画

制度や技術に関する知識と方法論を習得す
る。

安芸太田町では，護岸工事やまちづくり交
付金事業の実例を見学

気 象 災 害 学

私たちの生活に大きな影響を与える自然災
害．自然現象としての地球温暖化や，社会
現象としての都市化と災害の関連性につい
て学習する。

安芸太田町では，護岸工事と災害の関係に
ついて現地にて国土交通省中国整備局の方
からレクチャーをいただいた。

表 2　安芸太田町学外見学旅程表

行　　　程 内　　　容

 ₉：₀₀ 大学出発
₁₀：₃₀ 戸河内 IC（道の駅）着

道の駅来夢とごうち周辺視察 町の玄関口としての賑
わい創出

太田川上殿地区整備箇所視察
国土交通省「かわまち
づくり支援制度」認定
とごうちかわまちづくり

旧可部線鉄道橋梁の撤去状況
視察 地域住民の安心安全

₁₂：₀₀ 道の駅発（バス）
₁₂：₁₀ 役場前交流広場着（徒歩 ₁）
₁₂：₁₅ 役場東館大集会室（昼食）
₁₃：₀₀ 役場前交流広場出発（バス）
₁₃：₁₀ 三段峡交流広場視察 観光資源と基盤整備
₁₃：₃₀ 殿賀周辺視察

・太田川河川改修
　（堂見橋周辺） 防災のための改修

・殿賀ポケットパーク JR駅跡整備
・町道殿賀下線 　　〃

₁₄：₂₀ 殿賀発（バス）

₁₄：₂₀ 津浪交流広場（ぷらっとホームつなみ）視察
公共事業とコミュニ
ティビジネス

₁₄：₄₀ 津浪交流広場（ぷらっとホームつなみ）発
₁₄：₄₅ 加計 BSスマート IC
₁₅：₄₅ 広島工業大学着

　学外見学は， ₇月 ₆日に行った。旅程は表 ₂の通りであ
る。実施に当たり，安芸太田町の地域づくり課二見氏，建
設課佐々木氏と，国土交通省中国地方整備局の方 ₂名に現
地での講話をいただいた。講話については表 ₂の内容に記
載している。

3 ．安芸太田町での体験学習の効果（学生意見）

　学外見学ということで， ₁ 日で ₄ 科目分の体験学習を
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　授業の効果を検証するための問いに対しては，まず，理
解できたか否かを尋ねた。よくわかった，または，わかり
やすかったと答えた学生が₂₈人（₇₂％）であったことか
ら，教育的効果も認められる。

4 ．都市情報デザインでの効果

　都市情報デザインの授業に関する問いも同時に行った。
まず，本人の適性を問うめに「楽しいかつらい」か，とい
う形で尋ねたところ，楽しいと答えた学生が₄₀％，楽しく
ない，または，つらいと答えた学生が₀.₈％程存在した。尋
ね方を変えて「得意か苦手か」と尋ねたところ，苦手だと
答えた学生が，「楽しくない・つらい」と答えた学生と同数
の ₃人であった。一方，得意だと答えた学生は ₅人である
のに対し，授業が楽しいと答えた学生が₁₆人であるという
ことは，授業内容の充実，そして今回の体験学習の効果で
あると考える。

Q ₅ 　また，学外見学に行きたいですか？

図 2　体験学習の評価（また行きたいか）

Q ₂ 　学外見学で実際の事業を見ることによって，授業の内容をよ
り理解できましたか？

図 3　体験学習の評価（理解できたか）

　学外見学の ₂次的効果として，学生同士のコミュニケー
ションを高めることができたかについても学生らに問うた
ところ，ポジティブな回答をしたものが₆₇.₅％であった。

Q ₄ 　学科の友達との取り組みによって，コミュニケーション能力
の向上も期待しています。友達と仲良くなれたと思いますか？

図 4　体験学習の効果（コミュニケーション）

　今回の安芸太田町での体験学習の成果として，企画書と
いう形で学生に課題に取り組んでもらった。学外見学の日
を含み ₄週にわたって行った教育では，最終的に安芸太田
町が活性化するための提案をまとめて企画書を作成し提出
してもらった。企画書は A₄用紙に両面とし，つい，見たく
なるようなチラシを例にだし，読んでみたいと思わせるレ
イアウトも考えるように指示した。次に示すのは，提出さ
れた企画書の例である。

Q ₃ 　問題発見・解決能力の高いになるために，「都市情報デザイ
ン→空間創造設計→空間創造実習」で，「問題と課題の抽出
→計画→表現」などのトレーニングもしていきます。

Q₃-₁　楽しいですか？つらいですか

図 5　授業評価（楽しいか）

Q₃-₂　得意ですか？苦手ですか？

図 6　デザインは得意か？苦手か？
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図 7　学生作成の企画書の例（表）A₅₁₀₀₃₆ 仲達貴世

図 8　学生作成の企画書の例（裏）A₅₁₀₀₃₆ 仲達貴世

図 9　ブログ画面（投稿・評価済）

　提出のあった企画書を冊子に編集し，学生らがダウン
ロードして他の学生の作品も見られるようにした。また，
安芸太田町に完成した冊子「元気！安芸太田町」を差し上
げたところ，大変喜んでいただき役場内で回覧いただいた
ところ好評であった。

5 ．WEBの利用

　建設情報処理では比較的低速の Linux サーバーを用いて
学生が撮影したファイルを投稿させた。サーバーに用いた
PC は，CPU に Intel®Xeon®CPU X₃₄₃₀ ₂.₄₀ GHz，メモリ
₄ GBを活用した。ソフトウェアとしてはオープンソースの
CMSとして，Moodleを用いた。ハードウェア的には処理
能力が低いが，同時アクセスに強い PCを用意し環境管理
のできる情報メディアセンターのハウジングルームに設置
した。
　学生は各自がデジタルカメラで撮影した安芸太田町の写
真を撮影している。撮影後に指定された方法でアップロー
ドに最適な画素数に変換させた。各自が所定のMoodleの
ブログ機能を用いて写真をアップロードし説明を加えるこ
とで現地調査の報告とした。そして，学生がアップロード
した報告に対して，学生相互の評価を行わせた（図 ₉）。

6 ．まとめ

　都市建設工学科でのデザイン教育の試みを ₄ 年間行っ
た。その蓄積の上で新学科の都市デザイン工学科でのデザ
イン教育が始まった。初年度の学生は，現在 ₂ 年生であ
る。新学科では ₂年生前期にノート PCを購入し，情報に
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関する教育にも力を入れるている。本稿では，特に体験学
習による地域空間デザインに関する教育への効果と，同時
にWEBの利用をはじめ情報活用に関する授業での取り組
みについて述べた。定量的に教育することが難しい「デザ
イン（計画）」や「企画すること」そして「考えること」に
対し，体験学習は非常に効果的である。苦手意識を持って
いたり，得意ではないとした学生も，少なくとも楽しく取
り組めたことは確認できた。
　デザイン（計画）には，情報の収集や活用が不可欠であ
る。デザインが苦手，または，パソコンが苦手という学生
は年々増加している。このような学生らにも体験学習を通
じて，知識と技術を習得してもらうための工夫は，さらに
必要となるであろう。
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